




⑥医師や看護職員の勤務環境改善に向けて、医療勤務環境改善支援センターの医療労務管理アドバイ

ザー等による医療機関への助言・支援に取り組むともに、引き続き、「女性が働きやすい医療機関」

認証制度により、女性の医療従事者が働きやすい環境づくりの促進を図ります。 

⑦三重県医師会等の関係機関と連携し、新規開業医を中心に救急医療情報システムへの参加を働きか

け、より充実した初期救急医療体制の提供に努めます。また、かかりつけ医の必要性や適切な受診

行動の普及啓発を行います。 

⑧重症患者の救急医療体制を確保するため、引き続き、救命救急センターの運営、ドクターヘリの運

航等に対し支援します。 

⑨安心して産み育てる環境づくりのため、引き続き、周産期母子医療センターや小児救急医療機関の

運営に対する支援を行うとともに、新生児ドクターカーの運用、「みえ子ども医療ダイヤル（＃

8000）」による電話相談を実施します。また、小児在宅医療については、関係団体とも連携しなが

ら、医療従事者の資質向上に取り組み、在宅療養を支える医療資源の充実に取り組みます。 

⑩医療に関する患者・家族等からの相談や苦情に引き続き対応していくとともに、医療安全推進協議

会や院内感染対策を支援する三重県感染対策支援ネットワーク運営会議等において取組の検討を

進めながら、県内医療機関における医療安全体制の推進に向けて必要な支援を行います。 

⑪国民健康保険の財政運営の責任主体として市町や関係団体と連携し、安定的な財政運営や効率的な

事業の実施に努めます。また、国保制度をさらに持続可能なものとするために三重県国民健康保険

運営方針等に沿って、市町の国保事業の安定的な運営を支援しながら、保険者努力支援制度等を最

大限活用し、特定健診受診率の向上、後発医薬品の使用促進などの医療費適正化や収納率の向上等

に資する市町の取組を促進します。 

⑫引き続き、家庭の経済状況に関わらず、全ての子どもが安心して医療を受けることができるよう、

セーフティネットの拡充を目的とした子どもの医療費の窓口無料（現物給付）化に取り組むなど、

市町が実施する子ども・一人親家庭等・障がい者医療費助成事業を支援します。 

 

 

⑬救命率の向上を図るため、引き続き、消防職員の救急救命士養成機関への入校を支援し、救急救命

士の養成に取り組むとともに、指導救命士の養成講習や救急救命士が行う特定行為を円滑に行うた

めの講習等を実施するなど救急救命士の資質向上に取り組みます。 

 

 

⑭県立こころの医療センターについては、本県における精神科医療の中核病院として、政策的医療や

専門的医療に取り組むとともに、訪問看護やデイケア等の地域生活支援を実施し、多様な医療ニー

ズに応じたサービスを提供します。 

⑮県立一志病院については、総合診療医を中心としたプライマリ・ケアの実践や研究、プライマリ・

ケア人材の育成等に取り組むとともに、地域包括ケアシステムの構築に向けた医療・介護・予防等

の多職種連携の促進に取り組みます。 

⑯県立志摩病院については、引き続き、志摩地域の中核病院としての役割を果たせるよう、指定管理

者と密接に連携し、地域の医療ニーズをふまえながら、診療機能の回復・充実に取り組みます。ま

た、現行の指定管理期間が令和３（2021）年度で終了することから、次期指定に向けて取り組みま

す。 
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⑦ナースセンター事業【基本事業名：12102 医療分野の人材確保】 

予算額：(R1) ３７，６７３千円 → (R2) ４２，５０７千円 

事業概要：未就業の看護師等に対して、無料就業斡旋等による再就業支援を行うとともに、看護

の魅力の普及啓発を通じて、医療機関等の看護職員不足の解消を図ります。また、免

許保持者の届出制度に基づき把握した情報をもとに、再就業に向けた取組を進めます。 

 

⑧看護職員確保対策事業【基本事業名：12102 医療分野の人材確保】 

予算額：(R1) １９１，２８７千円 → (R2) １７０，９１１千円 

事業概要：病院内保育所に対する運営支援を行うとともに、医療勤務環境改善支援センターにお

ける医療機関のニーズに応じた相談、専門家派遣等の取組を通じて、医療従事者の離

職防止、復職支援を図ります。また、助産師の助産実践能力の向上を図るため、引き

続き助産師出向システムの取組を進めます。 

 

⑨（一部新）救急医療体制推進・医療情報提供充実事業【基本事業名：12103 救急医療等の確保】 

予算額：(R1) １６１，３７６千円 → (R2) １６５，３９９千円 

事業概要：三重県救急医療情報システムを活用し、引き続き、適切な救急医療情報の提供に努め

るとともに、かかりつけ医の必要性や適切な受診行動の普及啓発を行います。また、

外国人患者が安心して受診できる環境を整備するため、医療機関における通訳機能等

を備えたタブレット端末の整備支援等を行います。 

 

⑩三次救急医療体制強化推進事業【基本事業名：12103 救急医療等の確保】 

予算額：(R1) ４５６，２３０千円 → (R2) ４６５，７５７千円 

事業概要：重症患者の救急医療体制を確保するため、救命救急センターの運営、ドクターヘリの

運航に必要な経費を支援します。 

 

⑪小児・周産期医療体制強化推進事業【基本事業名：12103 救急医療等の確保】 

予算額：(R1) ２４７，６１４千円 → (R2) ２７４，８２７千円 

事業概要：周産期母子医療センターや小児医療機関の運営および設備整備を支援するとともに、

周産期死亡率のさらなる改善に向け、周産期医療に係るネットワーク体制の構築や多

職種連携のための研修会等を開催し、安心して産み育てることができる環境づくりを

推進します。 

 

⑫医療安全支援事業【基本事業名：12103 救急医療等の確保】 

予算額：(R1) ７，７４９千円 → (R2)  ７，７６７千円 

事業概要：医療安全支援センターにおいて医療に関する相談窓口事業を実施するほか、院内感染

対策にかかる県内関連施設のネットワーク化を推進するなど、県内医療機関における

医療安全体制の推進のために必要な支援を行います。 

 

 

 

 

 



⑬国民健康保険事業特別会計繰出金【基本事業名：12105 適正な医療保険制度の確保】 

予算額：(R1) １０，１６４，８４５千円 → (R2) １０，１７２，６４６千円 

事業概要：国民健康保険財政の安定化を図るため、国民健康保険運営事業に必要な経費について、

国民健康保険法等で定められた額を県国民健康保険事業特別会計に繰り入れたうえで

市町等へ交付します。 

 

⑭子ども医療費補助金【基本事業名：12105 適正な医療保険制度の確保】 

予算額：(R1) ２，２４７，０９４千円 → (R2) ２，２５５，７７２千円 

事業概要：子どもが必要な医療を安心して受けることができるよう、市町が実施する医療費助成

事業に要する経費について補助を行います。 

 

⑮一人親家庭等医療費補助金【基本事業名：12105 適正な医療保険制度の確保】 

予算額：(R1) ４４９，８９９千円 → (R2) ４４４，６５６千円 

事業概要：一人親家庭等が必要な医療を安心して受けることができるよう、市町が実施する医療

費助成事業に要する経費について補助を行います。 

 

⑯障がい者医療費補助金【基本事業名：12105 適正な医療保険制度の確保】 

予算額：(R1) ２，１７２，２０２千円 → (R2) ２，１８６，２０４千円 

事業概要：障がい者が必要な医療を安心して受けることができるよう、市町が実施する医療費助

成事業に要する経費について補助を行います。 

 

 

⑰救急救命活動向上事業【基本事業名：12103 救急医療等の確保】 

予算額：(R1)  ３，４８６千円 → (R2)  ２，９５５千円 

事業概要：救命率の向上に向け、メディカルコントロール体制のもとで指導救命士の養成講習や、

救急救命士が行う特定行為を円滑に行うための講習等を実施します。 

 

 

⑱志摩病院管理運営事業 

【基本事業名：12104 県立病院による良質で満足度の高い医療サービスの提供】 

予算額：(R1)  １，１４３，１９５千円 → (R2)  １，１７２，８７３千円 

事業概要：県立志摩病院の指定管理者に対して、政策的医療を実施するために必要な経費等を交

付するとともに、安定的、継続的な病院運営を実施していくための資金の貸付を行い

ます。 
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